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フランス国立映画センターの
アーカイブス

フ
ィ
ル
ム
を
ま
も
る

国
立
映
画
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｃ
）
の
お
も
な
業
務
は
、
フ
ィ
ル
ム
の
収
集
（
国
家
へ
の

納
品
、
寄
贈
、
購
入
な
ど
）、
目
録
作
成
、
保
存
、
修
復
で
あ
り
、
近
年
は
デ
ジ
タ
ル

化
に
力
を
い
れ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
合
わ
せ

て一一万
点
の
フ
ィ
ル
ム
を
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
「
ル
ミ
エ
ー
ル
の
映
画
」
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
フ
ィ
ル
ム
は
二
〇
〇
四
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

フ
ィ
ル
ム
の
素
材
に
は
、

ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
、
ア
セ

テ
ー
ト
セ
ル
ロ
ー
ス
、
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー

ト
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
同
じ

P
E
T
）
な
ど
が
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
ニ
ト
ロ
セ
ル

ロ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
世
界
で
も
五
本
の

指
に
入
る
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は一、二
を
あ
ら
そ
う
）
規
模

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ニ
ト

ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
は
爆
発
・
燃

焼
の
危
険
性
を
伴
う
た
め
、

温
度
八
度
、
相
対
湿
度
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
に
厳
格
に
管
理

さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
専
用
保
管
庫
に
小
分
け
さ
れ
て
い
る
。
外
気
温
が
三
〇
度

を
超
え
る
日
は
、
保
管
庫
か
ら
フ
ィ
ル
ム
を
取
り
出
す
こ
と
は
し
な
い
。
各
保
管
庫
に

は
そ
れ
ぞ
れ
出
入
り
口
が
二
カ
所
設
け
ら
れ
て
お
り
、
万
が一の
場
合
に
は
ど
ち
ら
か
ら

で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
ま
た
、
天
井
に
は
炎
を
逃
が
す
た
め
の
窓
、
ド

ア
の
下
に
は
空
気
入
替
え
の
隙
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム

の
保
管
庫
は
二
四
時
間
体
制
で
監
視
さ
れ
て
い
る
。

1870年の普仏戦争の教訓から、パリの周辺にはその後、多くの要塞が造られた。そのうち
のひとつ、パリ南西 20キロメートルのボワ＝ダルシーには、1969年、ときの文化大臣アン
ドレ・マルローにより国立映画センター（CNC）のアーカイブスが作られた。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ル

ム
と
は
、ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー

ス
フ
ィ
ル
ム
に
対
し
、
ア

セ
テ
ー
ト
セ
ル
ロ
ー
ス
や

P
E
T
な
ど
、
爆
発
や
燃

焼
の
危
険
性
の
な
い
安

全
な
素
材
で
で
き
た
フ
ィ

ル
ム
を
さ
す
。
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
フ
ィ
ル
ム
は
、
黒

白
フ
ィ
ル
ム
と
カ
ラ
ー

フ
ィ
ル
ム
、
さ
ら
に
は
ポ

ジ
フ
ィ
ル
ム
と
ネ
ガ
フ
ィ

ル
ム
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
適
し
た
温
度
・
湿

度
環
境
に
設
定
さ
れ
た

建
物
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
最
近
は
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
ん
で
い
る
た
め
、フ
ィ
ル
ム
の
コ
ピ
ー
は
最
大
三
セ
ッ
ト
に
限
定
し
、過
剰
分
の
フ
ィ

ル
ム
を
整
理
す
る
こ
と
で
あ
ら
た
な
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、C
N
C
で
は
、ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
は
赤
色
、セ
ー
フ
テ
ィ
ー
フ
ィ

ル
ム
は
緑
色
の
容
器
に
入
れ
、
ふ
た
の
色
は
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
で
は
白
色
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム

で
は
黒
色
と
区
別
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
と
フ
ィ
ル
ム
へ
の
復
帰

七
〇
〇
〇
本
以
上
の
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

終
了
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
研
究
者
や
専
門
家
向

け
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
の

は
、
劣
化
の
進
ん
だ
フ
ィ
ル
ム
、
権
利
承
継
人
か
ら

デ
ジ
タ
ル
化
の
要
望
が
出
た
フ
ィ
ル
ム
、
あ
る
い
は
広
報
普
及
の
た
め
に
選
ば
れ
た
作

品
で
あ
る
。
な
お
、
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
ほ
か
、
映
画
制
作
者
か
ら
の
申
請
を
も
と
に
、

映
像
文
化
遺
産
の
デ
ジ
タ
ル
化
助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
一
三
名
の
委
員
で
構
成
さ

れ
る
委
員
会
で
助
成
の
可
否
を
決
定
し
て
お
り
、
企
業
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
は
無
償
で
お
こ
な
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

保
存
修
復
と
対
と
な
る
活
動
で
あ
る
。
研
究
者
や
専
門
家
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

広
報
普
及
で
利
用
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
え
る
。

施
設
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
エ
リ
ッ
ク
・
ル
ロ
ワ
氏
は
、
何
度
も
「
フ
ィ
ル
ム
へ

の
復
帰
」
の
原
則
と
い
う
こ
と
ば
を
口
に
し
て
い
た
。
例
え
ば
修
復
後
の
フ
ィ
ル
ム
は

必
ず
三
五
ミ
リ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ル
ム
（
P
E
T
）
に
移
し
か
え
て
保
存
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
は
、
デ
ー
タ
を
納
め
る
媒
体
の
寿
命
か
ら
た

え
ず
移
し
替
え
が
必
要

と
な
る
。
一
方
、
フ
ィ
ル

ム
は
適
切
な
温
度
・
湿

度
環
境
で
保
管
す
れ
ば
、

P
E
T
な
ら
ば
五
〇
〇
年

も
つ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
寿
命
は
は
る
か
に
長

い
か
ら
だ
。

今
は
、
デ
ジ
タ
ル
ボ
ー

ン
の
映
像
の
時
代
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
い
や
そ
れ

だ
か
ら
こ
そ
、
フ
ラ
ン
ス

国
立
映
画
セ
ン
タ
ー
で
は
、

モ
ノ
と
し
て
の
映
像
を
保

存
す
る
た
め
に
、
ア
ナ
ロ

グ
フ
ィ
ル
ム
へ
の
回
帰
が

選
ば
れ
て
い
る
。

フランス、ボワ＝ダルシー

セーフティーフィルムを収蔵する建物の内部。筆者の横は、
CNCアーカイブスのエリック・ルロワ氏（撮影・大森康宏）

ボワ＝ダルシーの要塞にある国立映画センター（CNC）アーカイブスの入口

中央の建物がセーフティーフィルムの収蔵庫。ひとつの建物には、12万巻のフィルムが収
蔵できるという

手前の出入口からみたニトロセルロースフィルム専用保管庫の内部。奥に、ふたつめの出
入口がみえる（撮影・大森康宏）
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